
看護管理学研究室（井上研） 
看護の質に係る技術・教育・現状分析 

 看護管理：看護サービスが良い状態を保つように，社会の仕組み
や市場の動向，保健・医療・介護に関係する施策や制度に柔軟に
対処しながら，組織における人々の行動特性を理解したうえで，
さまざまな物事を適切に処理していく活動 

 

 看護管理を担う組織：病院長・副病院長等を含む病院運営全体を統括する組織，看護部長・副看護
部長を含む看護サービス全体を統括する組織，看護師長・副看護師長等を含む各部署の看護組織，
リーダー役割のナース等を含む各勤務帯の看護師チーム，もっとも小さな組織はナース個人である 

• 個々のナースは自己の全器官・組織を駆使して，その日の看護業務が滞りなく達成できるよう自分
自身を管理している 

• 組織の規模が限定されてくると組織内のマネジメントの活動割合が増え，組織の規模が大きくなる
につれて環境のマネジメントの活動割合が大きくなる 

 管理の方向性：外部との関係の中で調整していく外向きの仕事； 
変化と革新が求められる環境のマネジメントと，仕事が円滑に 
進む協働を促していく内向きの仕事； 規律と安定が求められる
組織内のマネジメントに大別される 

看護管理って何でしょう 

これまでの仕事 
末梢静脈カテーテル穿刺成功率を向上させる技術；実験手法，ナースの現任教育；関与度と思いに
係る調査，病院での注射薬照合に係るシステム変更に伴う所要時間分析 

これからの仕事 看護の質向上の視点を大切に，さまざまな切口と手法を用いて・・・ 


